
署
名
提
出
行
動
に
は
、
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
め
1
5
0
人

以
上
が
参
加
。
立
憲
民
主
党
、
国

民
民
主
党
（
無
所
属
会
派
含
）
、

日
本
共
産
党
か
ら
、
合
計
12
人
の

国
会
議
員
が
激
励
に
駆
け
付
け
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
各
団
体
代
表
が
実

態
を
報
告
。
日
本
医
労
連
・
佐
々

木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
は
、
3

月
〜
4
月
に
取
り
組
ん
だ
「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
実

態
調
査
」の
結
果
に
触
れ
な
が
ら
、

「
政
府
の
無
為
無
策
に
よ
っ
て
国

民
生
活
も
医
療
・
介
護
現
場
も
大

変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
」
「
政
治
を
変
え
て
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
、
安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
日
ま
で
の
署
名
集
約
数
は
、

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
な
ど

を
求
め
る
新
「
い
の
ち
署
名
」
45

万
7
3
9
0
筆
、
「
介
護
保
険
制

度
の
抜
本
的
転
換
を
求
め
る
請
願

署
名
」
41
万
7
0
1
9
筆
、
「
75

歳
以
上
の
医
療
費
2
倍
化
中
止
を

求
め
る
署
名
」
70
万
3
4
1
9
筆

で
し
た
。

国
会
議
員
要
請
で
は
、
徳
島
・

井
上
純
書
記
長
が
仁
木
博
文
衆
議

院
議
員
（
徳
島
選
出
）
を
訪
問
。

懇
談
を
行
い
、
介
護
署
名
を
手
渡

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
議
員
事

務
所
を
訪
問
し
、
紹
介
議
員
を
応

諾
い
た
だ
い
た
自
民
党
・
岩
屋
毅

衆
議
院
議
員（
大
分
選
出
）に
は
、

佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
と

油
石
博
敬
書
記
次
長
が
訪
問
。
医

療
・
介
護
現
場
の
実
態
を
伝
え
、

懇
談
し
ま
し
た
。

全
日
本
民
医
連
・
山
本
淑
子
事

務
局
次
長
は
閉
会
の
あ
い
さ
つ

で
、「
署
名
は
数
も
大
切
で
す
が
、

国
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論

さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る
大
切
な

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

『
う
ち
の
前
の
病
院
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
』
『
こ

れ
以
上
負
担
が
増
え
た
ら
医
療
に

か
か
れ
な
い
』
な
ど
の
不
安
な
思

い
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
が
、
そ

の
思
い
を
署
名
に
託
し
、
私
た
ち

が
国
会
に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、

訴
え
ら
れ
な
い
人
た
ち
の
一
つ
一

つ
の
思
い
を
束
ね
て
社

会
を
変
え
て
い
く
力
も

あ
り
ま
す
。
い
ま
、
戦

争
す
る
国
づ
く
り
を
す

す
め
る
の
か
、
私
た
ち

の
い
の
ち
を
ま
も
る
政

治
に
変
え
て
い
く
の
か

鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
と

き
で
す
。
軍
事
費
を
増

や
す
の
か
、
い
の
ち
を
ま
も
る
た

め
に
お
金
を
使
う
の
か
が
問
わ
れ

る
の
が
7
月
の
参
議
院
選
挙
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
戻
っ
て
、

私
た
ち
の
願
い
を
実
現
し
て
く
れ

る
議
員
を
一
人
で
も
多
く
増
や
せ

る
よ
う
に
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

５
月
２６
日
、
日
本
医
労
連
は
中
央
社
保
協
、

全
労
連
、
自
治
労
連
、
全
日
本
民
医
連
と
共
同

で
、
新
「
い
の
ち
署
名
」
や
「
介
護
署
名
」
等

を
提
出
す
る
国
会
行
動
を
衆
院
第
一
議
員
会
館

で
行
い
ま
し
た
。

昨
年
、映
画「
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ａ
」
が
公
開
さ
れ

た
。
写
真
家
ユ
ー

ジ
ン
ス
ミ
ス
が
見

た
1
9
7
0
年
代

の
水
俣
を
取
り
上

げ
た
も
の
だ
。
ジ
ョ
ニ
ー
デ
ッ
プ

や
真
田
広
之
な
ど
が
出
演
し
話
題

と
な
っ
た
。
史
実
と
異
な
る
部
分

も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
映
画
で

水
俣
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
水
俣
を

考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
こ
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
も
の

は
な
い
▼
今
年
5
月
で
水
俣
病
の

公
式
確
認
か
ら
66
年
を
迎
え
た
。

今
な
お
水
俣
病
被
害
か
ら
の
救
済

を
求
め
る
声
は
後
を
た
た
な
い
。

ノ
ー
モ
ア
ミ
ナ
マ
タ
第
2
次
国
賠

訴
訟
の
原
告
数
は
1
7
3
8
人
に

の
ぼ
る
。
裁
判
が
長
期
化
す
る
中

で
原
告
は
高
齢
化
し
、
1
8
0
人

を
超
え
る
方
が
道
半
ば
で
亡
く
な

っ
た
。
国
や
チ
ッ
ソ
は
、
裁
判
の

引
き
伸
ば
し
工
作
を
行
っ
た
。
し

か
し
、
全
国
の
早
期
解
決
を
求
め

る
団
体
署
名
な
ど
の
後
押
し
で
、

裁
判
所
は
来
年
7
月
頃
結
審
と

し
、
冬
に
は
第
1
陣
判
決
と
の
審

理
計
画
を
決
定
し
た
▼
4
年
前
に

亡
く
な
っ
た
患
者
会
会
長
と
し
て

被
害
者
救
済
に
奔
走
し
た
大
石
利

夫
さ
ん
の
詩
を
紹
介
す
る
▼
私
に

人
並
み
の
痛
み
を
感
じ
る
体
を
く

だ
さ
い
。
人
並
み
の
味
の
わ
か
る

体
を
く
だ
さ
い
。
人
並
み
に
熱
さ

の
判
る
体
を
く
だ
さ
い
。
普
通
の

体
に
し
て
返
せ
。
「
わ
が
身
を
つ

ね
っ
て
人
の
痛
さ
を
知
れ
」
こ
の

こ
と
わ
ざ
が
心
か
ら
言
え
る
身
体

が
欲
し
い
▼
今
年
7
月
は
参
議
院

選
挙
で
あ
る
。
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
、
こ
れ
以
上
、
公
害
被
害
者

を
生
み
出
さ
な
い
社
会
を
目
指
し

た
い
。

●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●
●
●

（比）近畿
秋田2

（比）中国
鹿児島3

（比）北陸信越
（比）九州
（比）東海
（比）東海
京都4
新潟5
栃木2

（比）四国
奈良1

（比）近畿
北海道1
宮崎1

（比）東海
（比）九州
愛知9

（比）東海
（比）近畿
（比）東京
神奈川4

（比）南関東
沖縄1
北海道11
（比）南関東
（比）北関東
徳島1

（比）北陸信越
（比）北海道
沖縄2
北海道2
（比）東北
香川1
福島4
愛知12
神奈川1

（比）北陸信越
広島5

（比）東北
（比）南関東
（比）南関東
北海道9
（比）近畿
新潟3
広島6

（比）近畿
（比）東北
（比）北海道
愛知5
静岡8
愛知3

（比）近畿
（比）東京
大分1

（比）東海
（比）九州
新潟4
大分3
和歌山1
宮城2

（比）東京
神奈川9
長野2

（比）東北
千葉9

（比）北関東
（比）九州
兵庫1
愛知8
北海道8
神奈川12

立民
立民
立民
立民
自民
立民
共産
立民
有志
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
国民
共産
自民
自民
れ新
立民
立民
維新
共産
立民
立民
立民
有志
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
立民
自民
立民
共産
立民
立民
国民
自民
立民
共産
共産
立民
自民
立民
立民
共産
共産
有志
立民
立民
立民
自民
国民
立民
共産
立民
立民
立民
立民
共産
立民
立民
自民
立民
立民

櫻井 周
緑川 貴士
柚木 道義
野間 健
務台 俊介
末次 精一
本村 伸子
牧 義夫
北神 圭朗
米山 隆一
福田 昭夫
白石 洋一
馬淵 澄夫
徳永 久志
道下 大樹
渡辺 創
田中 健
田村 貴昭
長坂 康正
中川 貴元
大石 晃子
大河原まさこ
早稲田 ゆき
浅川 義治
赤嶺 政賢
石川 香織
青柳 陽一郎
青山 大人
仁木 博文
神津 たけし
神谷 裕
新垣 邦男
松木けんこう
小沢 一郎
小川 淳也
小熊 慎司
重徳 和彦
篠原 豪
篠原 孝
寺田 稔
寺田 学
志位 和夫
山崎 誠
山岡 達丸
斎藤アレックス
斎藤 洋明
佐藤 公治
穀田 恵二
高橋 千鶴子
荒井 優
神田 憲次
源馬 謙太郎
近藤 昭一
宮本 岳志
宮本 徹
吉良 州司
吉田 統彦
吉川 元
菊田 真紀子
岩屋 毅
岸本 周平
鎌田 さゆり
笠井 亮
笠 浩史
下条 みつ
岡本 あき子
奥野 総一郎
塩川 鉄也
稲富 修二
井坂 信彦
伊藤 忠彦
逢坂 誠二
阿部 知子

衆
議
院

●
●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
○
●

比例
宮城
比例
埼玉
比例
秋田
沖縄
比例
新潟
滋賀
比例
岩手
比例
東京
京都
比例
長野
比例
沖縄
愛知
比例
青森
比例
秋田
福岡
北海道
愛媛
福岡
山形
長野
北海道
比例
比例
比例
山形
神奈川
広島
山梨
新潟
比例
東京
比例
岩手

立憲
立憲
共産
共産
共産
自民
沖縄
共産
無
碧水
共産
立憲
れ新
共産
共産
共産
立憲
共産
沖縄
立憲
共産
立憲
共産
無
立憲
立憲
碧水
立憲
国民
立憲
立憲
社民
れ新
立憲
国民
立憲
立憲
立憲
立憲
共産
共産
自民
立憲

有田 芳生
石垣 のりこ
市田 忠義
伊藤 岳
井上 哲士
石井 浩郎
伊波 洋一
岩渕 友
打越 さく良
嘉田 由紀子
紙 智子
木戸口 英司
木村 英子
吉良 よし子
倉林 明子
小池 晃
杉尾 秀哉
大門 実紀史
高良 鉄美
田島 麻衣子
武田 良介
田名部 匡代
田村 智子
寺田 静
古賀 之士
徳永 エリ
ながえ 孝子
野田 国義
芳賀 道也
羽田 次郎
鉢呂 吉雄
福島 みずほ
舩後 靖彦
川田 龍平
舟山 康江
真山 勇一
宮口 治子
宮沢 由佳
森 ゆうこ
山下 芳生
山添 拓
三木 亨
横沢 高徳

参
議
院

新「
い
の
ち
署
名
」４５
万
７
３
９
０
筆

国
会
へ

「
介
護
署
名
」４１
万
７
０
１
９
筆

仁木博文議員に署名を手渡す
徳島・井上書記長と寺田中執

岩屋毅議員と懇談する佐々木委員長
と油石書記次長

紹介・賛同議員116人応諾一覧
●紹介議員〇賛同のみ安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
実
現
し
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
会
請
願
署
名
〔
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
〕
6
月
6
日
時
点
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変わらない
22事業所
（12％）

変わらない
22事業所
（12％）

減った
２事業所
（１％）

減った
２事業所
（１％）

増えた
158事業所
（87％）

増えた
158事業所
（87％）

▼業務負荷の増減

日本医労連は５月２６日、高齢福祉・
障がい福祉・児童福祉事業所を対象
に、３回目となる、「２０２２年新型コロ
ナウイルス対策に関するアンケート
調査」結果について、厚生労働省内
で記者発表を行いました。

〔調査期間〕２０２２年１月１日～３月３１日
〔回 収 数〕１８２事業所（昨年１３５事業所）
〔回答内訳〕高齢者福祉１６５件、障がい福祉１４件、

児童福祉３件

今
回
の
調
査
は
、
今
般
の
コ
ロ

ナ
禍
で
「
介
護
・
福
祉
事
業
所
が

困
っ
て
い
る
こ
と
」
「
国
や
自
治

体
に
求
め
た
い
こ
と
」
「
知
ら
せ

た
い
こ
と
」
を
国
や
自
治
体
に
求

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

会
見
冒
頭
で
、
佐
々
木
悦
子
中

央
執
行
委
員
長
は
、
「
1
月
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
爆
発
的
な
感
染
拡

大
で
ま
た
し
て
も
医
療
体
制
が
ひ

っ
迫
し
、
入
院
で
き
ず
に
介
護
施

設
で
陽
性
患
者
を
看
ざ
る
を
え
な

い
状
況
が
あ
っ
た
。
人
手
不
足
の

中
で
さ
ら
に
個
別
の
介
護
が
必
要

と
な
り
、
精
神
的
に
も
大
き
な
負

担
と
な
っ
た
」
と
し
た
う
え
で
政

府
の
無
為
無
策
が
現
場
に
負
担
を

あ
た
え
、
こ
の
2
年
以
上
ま
っ
た

く
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
訴
え
ま

し
た
。

調
査
結
果
概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
つ
い
て
、
「
職
員
・
利
用
者

に
感
染
ま
た
は
感
染
疑
い
者
が
い

る
・
い
た
時
期
が
あ
っ
た
か
」
の

問
い
で
は
、
職
員
で
は
1
2
9
事

業
所
71
％
、
利
用
者
で
は
1
1
3

事
業
所
62
％
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
は
じ
め
た
2
0
2
0
年

4
月
か
ら
の
推
移
を
み
る
と
感
染

が
介
護
現
場
に
も
広
が
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
業
務

の
増
減
は
、
「
増
え
た
」
1
5
8

事
業
所
87
％
、
「
減
少
し
た
」
2

事
業
所
で
し
た
。
「
減
少
」
と
回

答
し
た
事
業
所
は
「
地
域
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
た
」
と
い
ず
れ
も

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
う
け
て
い
ま

す
。
増
え
た
業
務
と
し
て
は
、
圧

倒
的
に
消
毒
業
務
や
面
会
対
応
・

私
物
の
受
け
渡
し
、
ま
た
欠
勤
者

の
代
替
等
で
し
た
。

不
足
し
て
い
る
も
の
は
、
昨
年

ア
ン
ケ
ー
ト
の
、5
つ
の
不
足（
衛

生
物
資
、
体
制
、
補
償
、
設
備
、

情
報
）
が
今
回

調
査
で
も
完
全

に
解
消
は
し
て

お
ら
ず
、
体
制

不
足
は
1
1
5

事
業
所
63
％
（
昨
年
94
事
業
所
70

％
）
で
し
た
。

自
由
記
載
で
は
、
「
も
う
2
年

以
上
職
員
は
緊
張
と
我
慢
の
生
活

を
強
い
ら
れ
、
利
用
者
も
外
出
・

面
会
も
で
き
ず
に
い
る
」
「
特
養

や
在
宅
の
生
活
の
場
に
陽
性
者
対

応
を
丸
投
げ
さ
れ
て
い
る
」な
ど
、

切
実
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
と
し
て
、
①
感
染

対
策
物
品
、
②
職
員
増
や
し
て
人

員
体
制
の
強
化
と
精
神
的
負
担
へ

の
支
援
、
③
感
染
対
策
の
た
め
の

情
報
共
有
・
医
療
連
携
、
④
職
員

の
保
障
（
休
業
、
収
入
）
、
事
業

所
の
補
償
（
減
収
）
、
利
用
者
へ

の
保
障
（
検
査
、
機
能
低
下
）
に

対
し
政
府
に
よ
る
早
急
な
支
援
を

訴
え
ま
し
た
。

5
月
23
日
、
「
第
33
回
障
が
い

者
・
児
童
福
祉
労
組

全
国
学
習

交
流
集
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
さ
れ
、
2
全
国
組
合
7
県

医
労
連
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
・
福
祉
部
会
は
、5

月
20
日
、
障
害
者
や
児
童
福
祉
を

め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
厚
労
省
に
要
請
し
ま
し
た
。

要
請
に
は
、
福
祉
部
会
長
や
運

営
委
員
7
人
が
参
加
し
、
厚
労
省

は
労
働
基
準
局
、
家
庭
福
祉
局
な

ど
が
対
応
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
福
祉
・
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
「
こ
れ

ま
で
も
複
数
回
実
施
し
、
22
年
2

月
か
ら
は
処
遇
改
善
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
る
」と
回
答
。
ま
た
、

職
員
の
離
職
防
止
・
人
材
確
保
に

つ
い
て
、
「
腰
痛
予
防
な
ど
取
り

組
み
を
す
す
め
て
い
る
」
と
し
、

要
請
団
は
、
現
場
実
態
か
ら
処
遇

改
善
の
必
要
性
や
、
職
場
崩
壊
を

招
か
な
い
た
め
に
も
メ
ン
タ
ル
対

策
や
人
員
配
置
の
引
き
上
げ
実
施

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

集
約
し
た
「
児
童
・
障
害
福
祉

施
設
の
人
員
配
置
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
団
体
署
名
」
2
8
5
団
体

分
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
総

務
課
に
提
出
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ

て
、
世
界
で
は
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
は

経
済
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
と
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
「
利
益
」
は
、
社
会
全
体
に
利

益
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
は

社
会
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
巡
っ
て
、
こ

れ
ま
で
増
え
続
け
て
き
た
防
衛
費

を
2
倍
化
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、

ケ
ア
ワ
ー
ク
を
担
う
人
へ
の
ケ
ア

（
対
応
）
が
後
回
し
に
さ
れ
て
い

る
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
場
に
価
格
が
つ
き
に

く
い
特
徴
を
持
つ
ケ
ア
の
報
酬

は
、
公
的
に
決
定
す
る
こ
と
し
か

な
く
、
低
報
酬
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
原
因
は
政
府
に
あ
る
と
強
調
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
ケ
ア
を
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
だ
れ
も
が
大
切

に
さ
れ
る
民
主
主
義
へ
の
近
道
で

あ
る
こ
と
を
話
し
講
演
を
終
え
ま

し
た
。

分
散
会

続
い
て
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
労
働
条
件
分
科
会
」
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
働
き
方
に
つ
い

て
、
人
員
不
足
や
コ
ロ
ナ
対
応
に

あ
た
っ
て
い
る
職
員
の
手
当
て
な

ど
現
場
の
実
態
を
交
流
し
ま
し

た
。ま
た
、看
護
師
不
足
か
ら
発
生

し
て
い
る
医
行
為
の
問
題
や
、利

用
者
・
家
族
の
要
望
に
沿
え
な
い

状
況
な
ど
も
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

「
職
員
育
成
・
制
度
分
科
会
」

で
は
、
職
員
育
成
方
法
に
つ
い
て

の
悩
み
と
し
て
、
年
齢
差
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
外
国
人
労
働
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
、
転
退
職
者

の
多
い
現
場
実
態
な
ど
が
交
流
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
現
場
の
話
が

で
き
て
良
か
っ
た
な
ど
の
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
た
杉

本
綾
さ
ん
が
就
職
後
8
カ
月
で
過
労
自
死
し
た

事
件
。
2
0
1
8
年
に
労
災
認
定
さ
れ
た
こ
と

を
う
け
、
遺
族
が
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
た
訴

訟
は
、
5
月
24
日
札
幌
地
裁
で
和
解
が
成
立
し

ま
し
た
。
綾
さ
ん
が
い
の
ち
を
絶
た
れ
て
か
ら

約
10
年
。
長
い
た
た
か
い
が
終
結
し
ま
し
た
。

同
日
お
こ
な
わ
れ
た
報
告
集
会
で
島
田
度
弁

護
士
が
、
綾
さ
ん
の
自
死
が
業
務
に
起
因
す
る

こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
綾
さ
ん
と
遺
族
に

哀
悼
の
意
を
表
明
す
る
こ
と
、
時
間
外
労
働
の

削
減
に
努
め
、
と
り
わ
け
新
人
看

護
師
が
過
重
労
働
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
す
る
と
す
る
和
解
内
容
に

つ
い
て
報
告
。
原
告
で
あ
る
綾
さ

ん
の
お
母
さ
ん
は
お
礼
の
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
綾
の
事
件
の
結
果
が

今
後
の
医
療
現
場
の
仕
事
へ
の
や

り
が
い
や
生
き
る
こ
と
へ
の
力
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

▼職員・利用者に感染または感染疑い者が
いる・いた時期があった

2022年（4月）

71％（129/182）

62％（113/182）

2021年（4月）

22％（30/135）

31％（42/135）

2020年（4月）

0％（0/189）

6％（11/189）

職員

利用者

第３３回

開 催

ケ
ア
ワ
ー
ク
は
社
会
の
基
盤

ケ
ア
ワ
ー
ク
は
社
会
の
基
盤

ケ
ア
ワ
ー
ク
は
社
会
の
基
盤

第
３３
回
児
童
・
障
が
い
福
祉
労
組
全
国
学
習
交
流
集
会

学習講演Ｗ
ｈ
ｏ

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｓ
？

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性

の
支
援

〜
ケ
ア
の
視
点
か
ら
〜

岡
野
八
代
氏
（
同
志
社
大
学

大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
研
究
科
教
員
）

国の責任で体制充実・財政補償を国の責任で体制充実・財政補償を
新型コロナアンケート結果

厚
労
省
要
請

福福
祉祉
部部
会会

安
全
安
心
の
障
害
・
児
童
福
祉
の
実
現
へ

【複数回答】▼不足しているもの

介護・福祉
版
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５月「介護を良くするアクション月間」では、コロナ禍でむか
える３回目の行動として、感染対策に留意しながら全国各地で工
夫した取り組みが行われました。

石川では、5月14
日、ドクター・ナー
ス・介護ウエーブを
金沢市武蔵エムザ前
で行い、17人が参加
しました。1時間の
宣伝で、新「いのち
署名」20筆、「国立医
療の充実を求める署
名」が10筆集まり、ウ
クライナ募金は1820
円ご協力いただきま
した。

トークセッション形式で現場の実態を訴える
参加者（＝8日、上野駅前）

東
京
で
は
、
5
月
8
日
、
第
8
回

ヘ
ル
パ
ー
講
座
と
し
て
「
介
護
の
し

ゃ
べ
り
場
」
を
開
催
し
、
5
組
合
13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
意
見
交
流
や

「
見
せ
ま
し
ょ
！
署
名
の
力
」
の
学

習
会
を
行
い
、
月
替
わ
り
の
お
土
産

と
し
て
、
参
加
者
に
は
柏
餅
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
上
野
駅
前
で
「
介
護
保

険
制
度
の
抜
本
的
転
換
を
求
め
る
請

願
署
名
」
と
「
都
立
病
院
独
法
化
中

止
を
求
め
る
請
願
署
名
」
を
集
め
、

宣
伝
を
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
政
府
が

介
護
職
に
出
す
と
言
っ
た
1
人

9

千
円
の
補
助
金「
私
は
ゼ
ロ
円
」「
私

は
7
千
円
」
な
ど
の
手
作
り
ゼ
ッ
ケ

ン
を
着
け
て
現
場
の
実
態
を
訴
え
、

信
号
待
ち
の
人
か
ら
、
エ
ー
ル
を
頂

き
ま
し
た
。

宣
伝
に
は
、
日
本
医
労
連
や
東
京

地
評
・
全
日
本
民
医
連
も
参
加
し
、

5
組
合
16
人
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
2
月
4
日
に

安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療
・

介
護
を
実
現
す
る
施
策
の
強
化

を
求
め
る
要
請
書
を
道
へ
提

出
。
5
月
17
日
、
対
道
交
渉
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

北
海
道
医
労
連
・
吉
田
執
行
委

員
長
を
は
じ
め
、
道
北
勤
医
労

か
ら
薬
剤
師
と
ヘ
ル
パ
ー
組
合

員
3
人
が
参
加
し
、
合
計
11
人

で
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
実
務
者
研
修
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
予
算
に
対

し
未
執
行
の
現
状
を
追
求
し
、

現
場
の
低
賃
金
の
実
態
や
処
遇

向
上
を
求
め
ま
し
た
。
道
か
ら

は
「
重
要
な
事
業
と
し
て
考
え

て
い
る
。
意
見
を
持
ち
帰
っ
て

検
討
す
る
」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の

参
加
者
か
ら
は
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
実
態
が
訴
え
ら
れ
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
利
用
者
に
介
護
を
届

け
ら
れ
な
い
」
と
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

よよ
りり
良良
いい
精精
神神

医医
療療
をを

5
月
25
日
、
日
本
医
労
連
精
神
部

会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
厚
生
労
働
省

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

佐
々
木
和
敏
部
会
長
か
ら
挨
拶
を
行

い
、
回
答
を
受
け
な
が
ら
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
精
神
科
の
人
員
配
置

・
診
療
報
酬
を
一
般
科
と
同
等
以
上

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
良
質
な
精
神

科
医
療
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と

や
、
状
態
に
応
じ
た
療
養
環
境
の
整

備
が
早
期
退
院
や
行
動
制
限
の
最
小

化
に
繋
が
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。地

域
移
行
の
課
題
で
は
、
依
然
と

し
て
受
け
皿
が
不
十
分
な
こ
と
や
精

神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
事
業
の
中
で
当
事
者
の

声
が
反
映
で
き
る
協
議
の
場
を
構
築

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

患
者
の
権
利
擁
護
や
精
神
疾
患
に

対
す
る
啓
発
の
課
題
で
は
、
若
年
層

に
精
神
疾
患
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
若
年
層
向
け
の
啓
発
活
動
の
強

化
と
精
神
疾
患
そ
の
も
の
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
の
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て
は
、
精
神

科
病
院
で
起
き
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
状

況
を
報
告
し
ま
し
た
。
防
護
服
な
ど

の
不
足
が
深
刻
な
状
況
を
招
い
た
こ

と
や
財
政
措
置
が
不
十
分
な
実
態
を

伝
え
、
医
療
従
事
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
強
化
を
求
め
ま

し
た
。署署

名名
１１
万万
筆筆
提提
出出

厚
労
省
交
渉
後
、
「
精
神
保
健
医

療
福
祉
の
改
善
を
求
め
る
国
会
請
願

署
名
」
の
紹
介
議
員
24
名
に
署
名
提

出
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら

継
続
の
紹
介
議
員
に
加
え
、
新
た
な

紹
介
議
員
に
対
し
、
精
神
科
医
療
の

現
状
を
伝
え
な
が
ら
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
約
1
万
筆
の
署
名
を
紹
介
議

員
に
届
け
ま
し
た
。

5
月
21
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
「
自
治
体
・
公
立
病
院
労
組
全

国
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。8
県
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
講
演

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
医
療
制
度
研
究
会

副
理
事
長

本
田
宏
氏

記
念
講
演
で
は
、
消
費
税
増
税

の
た
び
に
社
会
保
障
が
切
り
下
げ

ら
れ
て
い
る
社
会
の
し
く
み
を
変

え
て
い
く
た
め
に
も
、
時
の
政
権

に
騙
さ
れ
な
い
こ
と
、
医
療
の
安

全
と
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
絶

対
に
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

指
定
報
告

指
定
報
告
で
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
関
わ
る
取
り
組
み

の
課
題
と
し
て
、
愛
知
・
豊
橋
市

職
員
労
働
組
合
病
院
支
部
か
ら
、

処
遇
改
善
交
渉
で
会
計
年
度
任
用

職
員
に
対
し
て
も
、
均
等
配
分
を

勝
ち
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
岩
手
県
医
療
局

労
働
組
合
か
ら
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
導
入
が
さ
れ
て
も
賃
金

水
準
は
改
善
さ
れ
ず
、
恣
意
的
な

評
価
制
度
で
任
用
が
打
ち
切
ら

れ
、
中
断
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

と
の
指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。

お土産の柏餅

地域医療守り
充実させよう

地域医療守り
充実させよう

東京東京

自治体・公立病院労組自治体・公立病院労組

全
国
各
地
で

全
国
各
地
で
大
幅
増
員
・
処
遇
改
善
を
！

患者・家族本位の
精神科医療の実現を

５
月
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン

精神部会が厚労省交渉・署名提出

道医労連：田村書記次長道医労連：田村書記次長

道医労連道医労連

北海道北海道

石川石川

道北勤医労：左から村岡さん
・武田さん・長瀬さん
道北勤医労：左から村岡さん
・武田さん・長瀬さん

北海道保健福祉部北海道保健福祉部
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●
4
月
よ
り
兄
弟
で
同
じ
職
場
で

働
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
で
す
が
、
兄
弟
が
い
る
の
で
、

心
強
い
で
す
。

（
秋
田
・
匿
名
希
望
）

●
介
護
職
員
の
抜
本
的
処
遇
改
善

を
！
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
も
絵

に
描
い
た
餅
で
す
。
一
時
的
な
補

助
金
で
は
な
く
、
普
通
に
暮
ら
せ

る
賃
金
を
！（

群
馬
・
石
倉
和
美
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
を
し
な
く
な

り
不
調
を
実
感
…
そ
ろ
そ
ろ
と
、

ヨ
ガ
通
い
を
始
め
心
身
共
に
調
子

が
い
い
で
す
。

（
兵
庫
・
匿
名
希
望
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
毎
日
奮
闘
し

て
い
る
組
合
員
さ
ん
を
見
て
、
こ

う
し
た
人
た
ち
の
奮
闘
で
市
民
の

安
心
安
全
な
医
療
が
守
ら
れ
て
い

る
ん
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
は
時
と
し
て
自
分
を

犠
牲
に
し
て
市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
医
療
従
事
者
自
身
が
安
心

し
て
働
け
る
労
働
環
境
を
守
り
、

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
書
記
と
し
て
、
そ
う
し

た
環
境
づ
く
り
の
力
に
な
れ
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
愛
知
・
小
笠
原
佳
愛
）

５
月
２２
日
、
日
本
医
労
連
・
青
年
協
議

会
は
「
青
年
学
習
交
流
集
会
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
し
ま
し
た
。
４
全
国
組
合
２２
県

医
労
連
か
ら
４７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
小
村
智
也
議

長
が
挨
拶
を
行
い
、
全
労
連
・
黒

澤
幸
一
事
務
局
長
か
ら
「
職
場
の

�
お
か
し
い
�
を
労
働
組
合
で
変

え
る
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

黒
澤
さ
ん
は
、
「
賃
上
げ
・
労

働
条
件
改
善
・
増
員
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
労
働
組
合
の
権
利
で

あ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
、
声
を

あ
げ
る
こ
と
が
労
使
の
力
関
係
を

対
等
に
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ

る
」
と
強
調
し
、
「
役
員
だ
け
の

団
体
交
渉
は
で
き
る
だ
け
避
け
る

こ
と
。
数
の
力
は
、
使
用
者
に
前

進
回
答
を
引
き
出
さ
せ
る
。
組
合

員
か
ら
は
、
団
体
交
渉
に
参
加
す

る
こ
と
で
組
合
活
動
へ
の
納
得
を

得
ら
れ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
ボ
ー
ド

（
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）

を
活
用
し
、
職
場
内
の
�
お
か
し

い
�
の
交
流
と
解
決
に
向
け
た
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
企
画
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
借

り
物
競
争
し
り
と
り
」
や
、
お
題

の
中
央
値
を
当
て
る
「
メ
デ
ィ
ア

ン
を
狙
え
！
」
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
原
博
文
副
議
長
が
挨

拶
を
行
い
、
小
村
智
也
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
日
程
を
終
了

し
、
青
年
要
求
実
現
の
た
め
一
丸

と
な
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
く
決

意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

【パズル解答】1777号の答えは「チヤツミウタ」でし
た。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、④
郵便番号、⑤住所を記入し、解答を7／6（水）まで
にご応募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。
【応募先】
〒110―0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03―3875―6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ひ
と
工
夫

新
歓
で
の
新
人
加
入
に

む
け
て
取
り
組
ん
だ
「
み

ん
な
の
助
け
あ
い
ア
ン
ケ

ー
ト
」
は
6
月
6
日
現
在

4
6
5
0
人
が
集
約
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
で

島
根
・
松
江
保
健
生
協
労

組
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
ひ
と
工
夫
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
裏
面
に
自
動

車
共
済
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項

目
を
つ
く
り
、
自
動
車
の

所
有
状
況
や
保
健
満
期

月
、
見
積
も
り
の
希
望
を

集
約
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
所
有
率
91
％

松
江
保
健
生
協
労
組
で

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
し
た
新

人
は
33
人
で
す
。
そ
の
う

ち
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
の
は
30
人
で
、
所
有
率

は
91
％
で
し
た
。
地
方
都

市
な
ら
で
は
の
高
い
所
有

率
で
す
。

ま
た
、
い
ま
加
入
し
て

い
る
保
険
の
満
期
月
の
質

問
で
は
、
所
有
し
て
い
る

30
人
の
う
ち
「
わ
か
ら
な

い
」
と
の
回
答
は
、
13
人

・
43
％
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
満
期
月
を
回
答
し
た

17
人
中
、3
月
が
4
人
で
、

秋
か
ら
春
に
か
け
て
加
入

が
多
い
傾
向
で
す
。

見
積
り
希
望
で
は
4
人

の
方
が
希
望
さ
れ
ま
し

た
。
職
場
全
体
で
取
り
組

め
ば
、
見
積
り
希
望
者
の

掘
り
起
こ
し
が
期
待
で
き

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

自
由
と
平
和
と

豊
か
さ
を
求
め
て

私
の
故
郷
奄
美
大
島
は
、

沖
縄
と
同
様
に
戦
後
8
年

間
、
本
土
と
行
政
分
離
さ

れ
、
米
軍
の
統
治
下
に
お
か

れ
ま
し
た
。
1
9
5
2
年
4

月
発
効
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
で
、
沖
縄
と
奄

美
は
正
式
に
日
本
か
ら
切
り

離
さ
れ
ま
し
た
。

米
国
統
治
後
の
奄
美
で

は
、
本
土
の
往
来
は
パ
ス
ポ

ー
ト
が
必
要
に
な
り
、
商
品

出
荷
は
「
外
国
製
品
」
と
し

て
関
税
が
か
け
ら
れ
る
ば
か

り
か
、
日
本
政
府
や
鹿
児
島

県
か
ら
の
補
助
金
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
た
め
、
生
活
は
困
窮

し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
本
土
復

帰
運
動
が
急
速
に
盛
り
上
が

り
、
復
帰
要
求
の
署
名
運
動

で
は
、
14
歳
以
上
の
住
民
の

99
・
8
％
も
の
署
名
が
集
ま

り
、
数
千
人
規
模
で
村
ぐ
る

み
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ

が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。「
生

き
る
た
め
に
は
日
本
復
帰
し

か
な
い
」
と
の
強
い
思
い
が

そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
1
9
5
3
年

12
月
25
日
に
、
沖
縄
よ
り
も

ひ
と
足
早
く
、
奄
美
は
本
土

復
帰
を
果
た
し
ま
し
た
。

私
が
組
合
専
従
を
始
め
た

当
初
、
そ
の
復
帰
運
動
に
関

わ
っ
た
方
が
当
時
を
振
り
返

り
語
っ
た
言
葉
は
今
も
胸
に

残
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
で
自
由
な
組
合
運

動
が
で
き
る
」
と
。

基
地
の
な
い

平
和
な
沖
縄
へ

77
年
前
、
青
い
空
と
紺
碧

の
海
と
緑
の
大
地
が
戦
場
と

化
し
、
恐
怖
と
悲
し
み
の
色

に
代
わ
り
ま
し
た
。
消
え
て

い
っ
た
15
万
人
の
命
。

そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

は
、
米
国
に
よ
る
占
領
統
治

と
基
地
の
な
い
平
和
な
島
を

願
い
「
沖
縄
を
取
り
戻
す
」

県
民
の
た
た
か
い
で
し
た
。

1
9
7
2
年
5
月
15
日
、

沖
縄
は
よ
う
や
く
本
土
に
復

帰
し
ま
し
た
が
、
復
帰
以
降

も
日
米
安
保
条
約
と
地
位
協

定
に
よ
っ
て
基
地
は
残
り
続

け
、
そ
れ
に
よ
る
被
害
と
命

に
関
わ
る
危
険
に
、
日
常
的

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
基
地
の
な
い
平
和
な
沖

縄
へ
戻
る
」
そ
の
こ
と
こ
そ

が
真
の
復
帰
を
実
現
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
日
本
政
府
は
、
そ

の
県
民
の
声
に
背
を
向
け
、

民
意
を
踏
み
に
じ
り
続
け
、

基
地
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま

す
。い

ま
、
全
国
の
在
日
米
軍

基
地
の
7
割
が
沖
縄
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
5
月
10
日
に

沖
縄
県
が
日
本
政
府
に
対
し

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
建
議

書
」
を
提
出
し
、
「
基
地
の

な
い
平
和
な
島
に
向
け
、
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見

直
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
断
念
」
な
ど
を
訴
え
て
い

ま
す
。

戦
争
の
惨
禍
を
経
験
す
る

中
で
、
本
土
復
帰
か
ら
50

年
、
そ
し
て
憲
法
施
行
か
ら

75
年
の
い
ま
も
、沖
縄
で
は
、

平
和
に
生
き
る
権
利
や
基
本

的
人
権
が
侵
さ
れ
、
い
の
ち

が
脅
か
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
持
つ

武
器
を
盾
に

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
よ
り
、

平
和
な
日
常
が
戦
火
に
包
ま

れ
、
大
切
な
い
の
ち
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

日
本
で
は
、
そ
れ
に
便
乗
し

て
、
軍
事
を
拡
大
し
、
憲
法

を
改
正
し
て
戦
争
で
き
る
国

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
・
奄
美
を
含
む
南
西
諸

島
で
も
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
化

が
す
す
み
、「
中
国
脅
威
論
」

と
対
峙
す
る
自
衛
隊
の
配
備

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
然

豊
か
で
平
和
な
島
が
、
い
の

ち
を
奪
う
拠
点
に
変
貌
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
自
由
や
豊
か

さ
も
、当
た
り
前
の
日
常
も
、

一
度
失
っ
て
し
ま
え
ば
簡
単

に
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
は
、

沖
縄
を
ひ
と
つ
と
っ
て
も
明

白
で
す
。

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
労
働

組
合
活
動
が
自
由
に
で
き
、

18
歳
以
上
は
男
女
と
も
に
選

挙
権
が
あ
り
、
憲
法
9
条
が

あ
る
と
い
う
こ
の
武
器
を
力

に
、
声
を
あ
げ
、
行
動
を
起

こ
し
、
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
「
命
ど
ぅ
宝
」
、
「
命

こ
そ
宝
」
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
政
治
へ
。

川
上
真
理

沖縄の本土復帰５０年に思う 「命どぅ宝」

職
場
の�
お
か
し
い
�を

労
働
組
合
で
変
え
よ
う

青年

アンケートを活用 松江保健生協労組


